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庫から配合飼料工場に搬送する際、酒田市内の中継基地
で配合飼料を運んできた車にバラ積みし、帰り荷対応を
行った。
■不正規流通を防止するため、庄内地区では大型乾燥調製
施設の利用を前提とした。個人調製の場合、不正規流通
していないことを証明する手立てが困難と思われる。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■発育については遜色なく、むしろ発育が早い傾向が見ら
れる。
■飼料要求率は21年度に調査する予定ですが、現時点で
は、ほとんど差は感じられません。
■食味試験を実施したところ、参加者からは、飼料用米給
与豚がおいしいとの意見が出されました。
■脂肪色が白く、赤身の色が淡くなりました。
■オレイン酸が増え、リノール酸がやや低下しました。

3．今後の飼料用米の取組予定などについて

■産地確立交付金や水田フル活用対策を活用し、面積拡大
を図ることとなるが、一方で実需の必要量を勘案した生
産計画の調整を図っていく。
■飼料用米代替ステージの拡大による品質試験を実施し、
具体的なステージ拡大の検討（＝生産量の拡大）を行う。
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